
鳥取県 森林・林業・木材産業再生プラン ～戦略プロジェクト～

プランに基づいた先進的な取組みを実施し、その効果を全県に波及させるため、以下の３プロジェクトを展開

低コスト林業実践プロジェクト

とっとり県産材流通改革・利用拡大プロジェクト

県民と共に進める森づくりプロジェクト

平成25年開催予定の全国植樹祭を契機として、県民・企業参加型の森林づくりを進めることにより、全ての県民に多様な恩恵を与えている森林の大
切さや守り育てる意義を広く発信。

【概要】
・原木の安定取引や流通コスト削減のため、県内外の大口需要先への大量一括輸送を推進
・公共建築物の木造化等による県産材の積極的利用を進めるとともに、その効果を民間にも波及
【手 法】
・地域の原木を一手に集荷し選別する中間土場をモデル的に設置し、出材ロットを確保
・大型トレーラー等を用いた県内外の大口需要先への大量一括輸送を推進
・「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」を踏まえ、公共建築物の整備において県産材の利用を推進
・大量かつ安定的に消費する新たな流通ルートの確保のため、海外への販路開拓を展開
・コスト分析により中間土場、大量一括輸送の効果を検証

【概要】
・県・市町村・森林組合・素材生産業者・建設業者等の連携のもと、50ha規模でのモデル団地を設定
・高密度な路網整備と高性能林業機械の導入により、安定的かつ低コストな素材生産システムを確立
【手法】
・森林組合、県、市町村の連携のもと、施業提案による集約化や森林境界の明確化を実施
・林道、作業道等を効率的に組み合わせ、100m/haを目標とした林内路網を整備
・高性能林業機械による伐採・搬出手法の習得と効率的な作業システムの確立
・コスト分析により作業システムの効果検証を行うとともに、問題点・成果等を明確化

先進的な取組みを実施し、その効果を全県に波及
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